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汗三主

一
手
と
万
歳
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
後
、

現

地

で

式

典

げ

平

変

調

唾

予

定

重

点

童

話

め

し

、

佐

藤

雄

平

知

事

：
J

守
－
‘
ョ
．
，
一
ら
福
島
県
側
の
関
係
者
と
喜
び
合
っ
た
。

山
形
、
福
島
両
県
境
で
建
設
が
進
む
東
一
月
を
要
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
費
は
約
一
引
き
続
き
、
約
3
8
0人
が
出
席
し
て

北
中
央
自
動
車
道
の
栗
子
ト
ン
ネ
ル
（
仮
一

1
6
5億
円
。
最
高
地
点
の
標
高
は
約
4
－
祝
賀
式
が
行
わ
れ
、
安
部
三
十
郎
米
沢
市

’

一
称
）
が
貫
通
し
、
現
地
で
幻
目
、
式
典
が

一
5
O
M。
同
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
東
北
中
央
一
長
、
小
林
香
管
島
一市
長
が
「
人
や
文
化
、

国

一
行
わ
れ
た
。
米
沢
市
万
世
町
刈
安
か
ら
福
一道
福
島
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
｜
米
沢
I
C
一
観
光
の
交
流
が
推
進
さ
れ
、
南
東
北
の
活

週
一

島
市
飯
仮
町
中
野
聞
の
延
長
8
9
7
2
M
一
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
問
、
米
沢
｜
米
一
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
顧
－
つ
」
と
あ
い

・
一

で
、
道
路
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
東
北
で
最
も
一
沢
北
I
C間
と
も
げ
年
度
の
供
用
開
始
を
一
さ
つ
。
根
本
匠
復
興
相
は
二
福
島
県
の
）

号
一
長
い
。
全
国
で
は
5
番
目
で
、
無
料
道
路
一
予
定
し
て
お
り
、
整
備
後
は
米
沢
、
福
島
一
浜
遇
り
、
中
通
り
と
山
ノ
雷
同
の
広
域
連
携

均
一
に
限
れ
ば
最
長
と
な
る
。
開
通
は
2
0
1
一
の
両
市
街
地
問
の
所
要
時
聞
は
現
行
の

ω一
が
容
易
に
な
る
。
被
災
地
復
興
へ
の
貢
献

氾一

7
年
度
の
予
定
。

H
引
面
に
関
連
記
事

一分
か
ら
羽
分
に
短
縮
さ
れ
る
。
一
も
期
待
し
て
い
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

4
一

国
土
交
通
省
山
形
河
川
国
道
事
務
所
に

一

貫
通
式
で
は
、
吉
村
美
栄
子
知
事
り
が
一
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
米
沢
市
の
保
存

第
一
よ
る
と
、
栗
子
ト
ン
ネ
ル
は

ω年
8
月
に
一
本
県
側
で
最
後
の
発
破
ス
イ
ッ
チ
を
押
一
会
に
よ
る
梓
山
獅
子
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

一
掘
削
が
始
ま
り
、
貫
通
ま
で
約
4
年
7
カ
一
し
、
爆
発
音
が
響
く
と
、
出
席
者
か
ら
拍
一
れ
た
。
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ス
ト

ロ
！
現
象
E
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W
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E
白
眼
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d

d

d

東
北
中
央
自
動
車
道
の
粟
子
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
が
貫
通
し
、
式
典
が
行
わ
れ
た
幻
目
、
本
一
り
掛
か
り
た
い
」
と
話
し
た
。

県
や
米
沢
市
の
関
係
者
か
ら
、
彊
員
、
首
都
圏
と
の
交
流
人
口
拡
大
に
期
待
の
声
が
上

が

っ

一

室

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

た
。
一
方
で
、
大
都
市
に
人
や
資
本
が
吸
い
取
ら
れ
る
ス
ト
ロ
ー
現
象
へ
の
懸
念
も
あ
り
、

2
一
は
、
同
時
に
課
題
を
突
き
つ
け

0
1
7年
度
の
開
通
ま
で
に
「
来
て
る
り
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
新
た
な
取
り
組
み
が
一
る
。
ス
ト
ロ
ー
現
象
対
策
だ
。

必
要
と
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

H
1面
に
関
連
記
事
一
吉
野
会
頭
は
「
人
口
流
出
に
拍

一
軍
が
か
か
る
可
能
性
も
あ
る
。

貫
通
発
破
を
そ
れ
ぞ
れ
の
県
一
題
。
復
興
、
発
展
に
明
る
い
光
一
米
沢
商
工
会
議
所
の
吉
野
徹
一
来
て
も
り
え
る
ま
ち
を
開
通
ま

側
で
終
え
た
吉
村
美
栄
子
知
事
一
が
差
し
た
」
、
佐
藤
知
事
は
「
県
一
A
F
頑
も
式
典
に
出
席
し
た
。
栗
一
で
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

と
佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事
は
、

一墳
を
ま
た
ぐ
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
一
子
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
私
ば
、
一
い
」
と
述
べ
、
市
の
中
心
市
街

貫
通
点
で
握
手
を
交
わ
し
た
。
丁

ク
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
一
首
都
圏
か
量
北
へ
の
観
光
ル
一
地
活
性
化
の
霊
荏
を
指
摘
。

そ
の
後
の
祝
賀
式
。
吉
村
知
事
一く
」
と
述
べ
、
両
県
を
結
ぶ
新一

l
ト
が
大
き
く
変
わ
る
と
予
一
「
ど
う
活
性
化
し
て
い
く
か
は

は
「
両
県
に
と
っ
て
明
る
い
話
一
た
な
道
に
期
待
を
込
め
た
。

一想
。

「
米
沢
の
交
流
入
口
は
拡
一
喫
緊
の
課
題
。
プ
ラ
ン
を
練
り

H

1
汁
宮
崎
清
川
斗
請
訓
一
大
す
る
は
ず
。
通
行
時
間
の
短
一
た
い
」
と
続
け
た
。

一一
一
縮
は
企
業
誘
致
に
も
有
利
に
働
一
米
沢
市
は
、
東
北
中
央
道
福

叫
一く
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。

一
自
国
米
沢
北
聞
の
開
通
に
合

J

－一
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
米
沢
一
わ
せ
、
道
の
駅
整
備
を
計
画

』
一
市
万
世
小
の
子
ど
も
た
ち
が
、
一し
て
い
る
。
新
年
度
は
用
地
測

型
た
る
み
こ
し
を
担
い
で
貫
通
点
一
塁
と
造
成
設
計
な
ど
に
着
手

画
一
を
練
り
歩
い
た
。
曲川
ノ打
業
に
携
一
す
る
。安
部
三
十
郎
市
長
は
「
人

岨
一
わ
る
同
会
議
所
女
性
会
の
清
川
一
を
呼
ぶ
た
め
に
、
農
業
を
中
心

闘
一
千
賀
子
副
会
長
は
「
ア
ク
セ
ス
一
に
新
た
な
産
業
を
興
せ
な
い

一
が
良
く
な
る
こ
と
で
多
く
の
お
一
か
と
考
え
て
い
る
」
と
し
、
「農

k

一
客
さ
ん
に
来
て
も
、
り
え
た
ら
あ
一
業
の
見
本
市
の
よ
う
な
道
の

り
が
た
い
」
と
し
、
「
市
民
総
一
駅
に
し
た
い
」
と
展
望
を
口
に

出
で
お
も
て
な
し
の
準
備
に
取
一
し
た
。

円
吋
制

栗
子
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
点
付
近
を
祝
い
の
た
る
み
こ
し
を
担
い
で

練
り
歩
く
万
世
小
の
児
童
た
ち

H
米
沢
市
万
世
町
刈
安

‘・a’.J.曹
三A a・E曹 三

貫通点で吉村美栄子知事 （左から2人
目）と佐藤雄平福島県知事 （左）ら両
県関係者が笑顔で握手を交わした
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